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1. 平成30年11月期第3四半期の連結業績（平成29年12月1日～平成30年8月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年11月期第3四半期 48,509 △0.6 2,868 △15.2 3,020 △15.9 2,469 8.6

29年11月期第3四半期 48,798 3.1 3,381 33.3 3,590 40.4 2,274 44.6

（注）包括利益 30年11月期第3四半期　　2,585百万円 （△8.7％） 29年11月期第3四半期　　2,832百万円 （132.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年11月期第3四半期 151.64 ―

29年11月期第3四半期 139.66 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年11月期第3四半期 56,544 26,512 42.4 1,473.50

29年11月期 55,905 24,366 39.5 1,357.21

（参考）自己資本 30年11月期第3四半期 23,996百万円 29年11月期 22,102百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年11月期 ― 10.00 ― 12.50 22.50

30年11月期 ― 12.50 ―

30年11月期（予想） 12.50 25.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年11月期の連結業績予想（平成29年12月 1日～平成30年11月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 67,000 0.2 3,950 △11.7 4,100 △14.5 3,150 6.0 193.43

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

新規 1 社 （社名）
PT. SURA INDAH WOOD

INDUSTRIES（スラインダー
社）

、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年11月期3Q 17,339,200 株 29年11月期 17,339,200 株

② 期末自己株式数 30年11月期3Q 1,053,932 株 29年11月期 1,053,892 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年11月期3Q 16,285,274 株 29年11月期3Q 16,285,323 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料の3ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第 3 四半期連結累計期間（平成 29 年 12 月 1 日～平成 30 年 8 月 31 日）における我が国経済は、企業業績の改善に

より設備投資が緩やかに増加し、また、雇用・所得環境の改善により個人消費が堅調に推移するなど、景気は緩やかな回

復基調が続いております。 

住宅需要につきましては、低水準の住宅ローン金利など下支え要因もありましたが、昨年後半以降は、前年同期に比べ

持家や貸家などを中心に新設住宅着工戸数の緩やかな減少が続きました。 

こうしたなか当社グループは、昨今のトレンド変化に対応した床材や建具など建材製品の拡販や、製造コストの低減、

製品短納期化による競争力の強化など種々の改善に取り組みました。また、合板類については適切な生産、仕入、販売に

努め、収益力の向上をはかりました。これらの結果、当第 3 四半期連結累計期間における経営成績は、売上高 48,509 百

万円（前年同期比 0.6％減）、営業利益 2,868 百万円（前年同期比 15.2％減）、経常利益 3,020 百万円（前年同期比 15.9％

減）となりました。なお、スラインダー社株式の追加取得により発生した段階取得に係る差益を特別利益に計上したこと

もあり、親会社株主に帰属する四半期純利益 2,469 百万円（前年同期比 8.6％増）となりました。 

◇セグメント別の状況 

〔住宅建材事業〕 

内装建材シリーズ「ビノイエ」「アートクチュール」などの拡販に努めるとともに、国産材合板を基材に使用した床材

として、特殊加工化粧シートを表面に使用した「Jネクシオ」や、天然銘木単板を表面に使用し繊細な木肌の風合いを表

現した高級感あふれる新製品「ラスティックフェイス リッチ Jベース」などの市場定着に取り組みました。 

また、地球環境に優しいリサイクル素材を使用し、耐震性能や劣化軽減性能に優れた構造用 MDF の販売に注力するとと

もに、バリアフリー商品群「ユニバーサル ディレクト」を足がかりに、サービス付き高齢者向け住宅や福祉施設、幼稚

園などの非住宅分野の開拓に取り組みました。さらに、各シリーズから短納期対応製品を厳選した「レギュラーズ セレ

クション」を展開し、リフォーム・リノベーション需要の獲得に努めました。 

なお、これら建材製品の原材料である MDF の製造コストや輸入南洋材合板の仕入コストの上昇が、損益の圧迫要因とな

りました。この結果、住宅建材事業の売上高は 29,645 百万円（前年同期比 0.5％減）、セグメント利益は 1,779 百万円（前

年同期比 21.7％減）となりました。 

〔合板事業〕 

国産針葉樹合板は、安定した合板相場が続いており、生産・販売とも概ね好調に推移しておりますが、住宅着工戸数の

減少などの影響から需要が徐々に弱含み傾向となり、前年同期と比べて販売量が緩やかに減少いたしました。一方、マレ

ーシアなど生産現地における不安定な天候や違法伐採規制強化の影響から原木相場が高騰し、輸入南洋材合板は、仕入コ

ストや販売価格が上昇しましたが、仕入量が一時的に落ち込んだことなどから、販売量が減少いたしました。この結果、

合板事業の売上高は 18,864 百万円（前年同期比 0.7％減）、セグメント利益は 2,171 百万円（前年同期比 1.2％減）とな

りました。 

〈セグメント別売上高及び損益〉 

 

  

売上高（百万円） 前年同期比
（％） 

構成比 
（％） 

セグメント利益 
（百万円） 

前年同期比
（％） 

住宅建材事業 29,645 △0.5 61.1 1,779 △21.7

合 板 事 業 18,864 △0.7 38.9 2,171 △1.2

調  整  額 ※ － － － △1,083 －

合     計 48,509 △0.6 100.0 2,868 △15.2

※セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去、並びに各報告セグメントに配分していない全社費用です。 
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（２）財政状態に関する説明 

◇資産、負債及び純資産の状況 

当第3四半期連結会計期間末の総資産は56,544百万円となり、前連結会計年度末に比べ638百万円増加いたしました。

その主な要因は、現金及び預金の減少 495 百万円、受取手形及び売掛金の減少 1,107 百万円、原材料及び貯蔵品の増加

825 百万円、土地など有形固定資産の増加 1,531 百万円などによるものです。 

負債は 30,031 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 1,507 百万円減少いたしました。その主な要因は、未払金の減

少 366 百万円、未払法人税等の減少 596 百万円などによるものです。 

純資産は 26,512 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 2,145 百万円増加いたしました。その主な要因は、親会社株

主に帰属する四半期純利益による利益剰余金の増加 2,469 百万円及び配当による利益剰余金の減少 407 百万円、その他

有価証券評価差額金の減少 155 百万円、非支配株主持分の増加 252 百万円などによるものです。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 30 年 11 月期の連結業績予想は、前回公表（平成 30 年 1 月 18 日公表）した予想数値から変更しておりません。 
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